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 春
令
和
八
年 丙午
歳

 元旦

この拝殿と共にこれからも

たみ

謹
ん
で
新
年
の

ご

挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も

全
国
水
道
事
業
の

発
展
と

こ
の

事
業
に

携
わ
る

健
や
か
に

ご

活
躍
さ

れ

ま
す
こ
と
を

祈
念
い

お
り
ま
す
。

宇
太
水
分
神
社

宮司
 三

氏

子

 総

私
儀

で
す
が
、

そ
の
当
時
大
勢
お
ら
れ
た
古
市
場
の
大
工

こ
の
度
、

高
齢
の

父
を
継
い
で

宇
太
水
分
神
社
第
十

 が
集
わ
れ
、

力
を
合
わ
せ
て
立
派
な
拝
殿
を
建
造
さ

九
代
宮
司
を
、

令
和
七
年
十
二
月
二

十
日
付
で
、

神

れ
た
の

で

あ
り
ま
す
。

斯
様
な
こ
と
か
ら
、

拝
殿
と

社
本
庁
よ
り
拝
命
致
し
ま
し
た
。

私
は
同
い
年
と
い
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
経
年
か
ら
く
る
風
雨
日
照
に
よ
る
古
色
の

進
行

に
、

自
身
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、

恥
ず
か
し

く
な
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

素
よ
り
浅
学
非
才
の

身
で

は
あ
り
ま
す
が
、

崇
神

天
皇
の

勅
祭
社
で
あ
る

こ
と
を
鑑
み
、

こ
の

上
は

只

こ

管
に
ご
神
威
を
畏
み
御
神
徳
の

高
揚
と
ご
社
頭
の

隆

昌
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

傾
い
た
第
二

殿
は
、

当
時
解
体
修
理
が
な
さ
れ
ま

何
卒
格
別
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う し
た
が
、

そ
れ
を
含
め
三

棟
は
、

令
和
元
年
創
建
七

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

百
年
を
寿
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県
下
国
宝
指

定
本
殿
は
、

春
日
大
社
と
当
社
の
み
で
、

ま
た
宇
陀

の
式
内
大
社
で

ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
が
生
ま
れ
る
凡
そ
一

年
前
、

昭
和
四

十

七
年
九
月
十
六
日
の

台
風
二
十
号
に
よ
り
、

当
社

の

は
甚
大
な
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。

 三
棟
か
ら
な
る
国

こ

宝
本
殿
は
、

中
央
の

第
二
殿
が
高
野
槙
の

倒
木
で

傾

き
ま
し
た
。

 能
舞
台
形
式
だ
っ
た

拝
殿
は
、

大
欅
が

折
れ
た

こ
と
に
よ
り
、

完
全
に
倒
壊
す
る
有
様
で
し

た
。

鎮
守
の

杜
の

中
も
、

数
多
の

杉
檜
が
倒
木
し
た

・
・
・

と
、

伺
っ

て
お
り
ま
す
。

幼
少
時
よ
り
、

そ
の
重
圧
を
感
じ
な
が
ら
育
ち
ま

し
た
が
、

神
職
に
な
り
奉
務
を
し
て
お
り
ま
す
と
、

そ
れ
は
具
体
的
な
か
た
ち
を
以
て
、

身
に
染
み
て
お

り
ま
す
。

水
は
近
年
、

愈
々
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
均
等
に
配
ら
れ
る
ご
神
徳
と
、

遠
近
各
地
か

昭
和
三
十
五
年
に

も
造
営
し
て
お
り
、

そ
れ
か
ら

ら
の

崇
敬
を
想
う
と
誠
に
忝
く
な
り
ま
す
。

半
面
、

僅
か
十
年
余
り
で

災
害
復
興
造
営
を
せ
ざ
る
を
得
ま

度
々
小
紙
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
口
減
少
の
止

せ
ん

で
し
た
。

現
在
も
氏
子
総
代
を
さ
れ
て
い
る
方

 まら
な
い
氏
子
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

の

ご
尊
祖
父
様
が

造
営
委
員
長
と
な
っ

て
下
さ
り
、

数
々
の

難
題
を
解
決
す
る
方
策
を
、

真
剣
に
探
っ

私
が
生
を
受
け
る
前
月
の

同
四
十
八
年
九
月
三

十
日
、

て
く
だ
さ
っ

て
い
る
氏
子
総
代
方
に
支
え
ら
れ
て
、

奉
告
祭
の

斎
行
と
相
成
っ

た
の

で

あ
り
ま
す
。

 宮
司
と
し
て
の

歩
み
を
始
め
て
い
き
た
く、

宜
し
く

本
殿
に
関
し
て
は
、

国
庫
金
を
賜
っ

て
の

御
修
理

 お願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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瑞
垣
屋
根

昨
年

五
月
二

日
、

伊
勢
の

神
宮
で
は
、

第

六
十
三

回
式
年
遷
宮
の

始
ま
り
を
告
げ
る
祭

儀
の

山
口
祭
及
び
木
本
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

続
い
て

六
月
に

は
、

御
杣
始
祭
な
ど
が
続
い

て
行
わ
れ
て

い
き
、

本
年
か
ら
の
お
木
曳
行

事
へ

と
続
く
端
緒
が
開
か
れ
た
。

先
ず
は
そ

の

御
用
材
を
確
保
す
る
営
み
が
な
さ
れ

て
い

く
の
で
あ
る
が
、

大
量
の

檜
の

木
材
は
棟
を

い
た
だ
く
御
正
殿
な
ど
の

建
物
に

用
い
ら
れ

る

だ
け
で
は
な
い
。

そ
の
聖
な
る
御
敷
地
は
広
大
な
面
積
で
あ

る
が
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
垣
が
廻
ら
さ
れ
て

り い
て
、

然
も
そ
れ
は
四
重
と
断
く
も
厳
重
な

の

で
あ
る
。

そ
れ
は
参
道
な
ど
に
面
し
た

外

側
か
ら
、

板
垣
、

外
玉
垣
、

内
玉
垣
と

あ
り

御
正
殿
を
直
接
囲
ん
で
い
る

の
が

瑞
垣
で
あ

ま
る
。そ

れ
ら
の
垣
を
造
作
す
る
た
め
の
御
用
の

檜
材
だ
け
で
も
、

想
像
を
絶
す
る
く
ら
い
の

量
が
必
要
と
な
る
と
拝
察
す
る
。

一
般
の

神
社
に
あ
っ

て
は
勿
論
の

こ
と
、

大
社
に
あ
っ
て
も
、

本
殿
を
囲
ん
で

い
る
の

の

は
、

恐
ら
く
瑞
垣
の
み
が
大
勢
た
ろ
う
。

翻
っ
て
境
内
に
、

本
殿
の
み
が
据
え
ら
れ
て

い
る
例
は
稀
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、

近
年
国

宝
指
定
さ
れ
た
京
都
市

 祇園
八
坂
神
社
本

殿
は
、

内
陣
を
取
り
巻
く
よ
う
に
拝
礼
空
間

が

一
体
化
し
て
い
る
た
め
そ
れ
が
な
い
。

そ

う
し
た
例
は
散
見
で
き
る
ほ
ど
の
こ
と
か
ら
、

寧
ろ
そ
う
し
た
お
社
は
、

深
く
印
象
に

刻
ま

れ
る

よ
う
に
思
う
。

昨
年
本
稿
で
は
、

二

ノ
鳥
居
を
大
修
繕
し

た

こ
と
を

取
り
上
げ
た
。

鳥
居
は
外
部
と
神

域
の

境
を
示
す
結
界
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

し
た
。

 瑞垣
は
神
社
の

中
枢
を
な
す
本
殿
を

囲
む
わ
け
で
あ
る

か
ら
、

最
も

聖
な
る
場
所

に
接
し
て
い
る
故
に
、

更
に
重
要
な
構
造
物

で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

さ
て
、

当
社
の

瑞
垣
で
あ
る
。

国
宝
の
本

社
本
殿
三

棟
及
び
重
要
文
化
財
指
定
の

摂
社

春
日
神
社
・

宗
像
神
社
社
殿
を
、

背
後
に

鎮

守
の

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
方
よ
り
囲
ん

、

で

あ
ろ
う
。

で
い
る
。

当
社
に

遺
る
、

恐
ら
く
大
正
時
代

に
撮
影
さ
れ
た
と
思
し
き
社
殿
の

写
真
が
あ

る

が
、

そ
れ
は

瑞
垣
が
取
り
払
わ
れ
た

状
態

酷
く
荒
廃
し
た

姿
で
写
っ

て
い
る
。

そ
れ

ま
で
も
存
在
し
て
い

た
と
想
定
す
る
と
し
て
、

本
殿
の

大
修
理
が
行
わ
れ
た

後
、

改
め
て
築

造
さ
れ
た
も
の
が
、

現
在
に
伝
え
ら
れ
た
の

五
棟
の

本
殿
が
作
る
棟
と

千
木
の

ラ
イ
ン

と
絶
妙
な
高
さ
で
、

本
社
第
二

殿
と
摂
社
春

日
神
社
前
に
設
え
ら
れ
た
中
門
を
交
え
構
成

さ
れ
て
い
る
瑞
垣
は
、

キ
リ
ッ
と
神
域
を
引

き
締
め
て
い
る
。

そ
の
檜
皮
葺
屋
根
は
、

一

面
で
触
れ
た

台
風

に
よ
る
復
興
造
営
よ
り
遅
れ
る

こ
と
十
年
後

昭
和
五
十
八
年
に
葺
き
替
え
、

四
十
年
以

上
が
経
過
し

傷
み
が

著
し
く
な
っ

て
い
る
。

堅
牢
な
間
は
狙
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

腐

食
が
進
ん
で

く
る
と
、

境
内
に

生
息
す
る
ム

サ
ビ
の

格
好
の
巣
材
と
し
て
選
ば
れ
、

野
地

が
現
れ
る
程
に
持
ち
去
ら
れ

て
い
る
箇
所
が

あ
る
有
様
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
傷
み
の

進
行
を
止
め
る
に
は
、

葺
き
替
え
る
し
か
術
が

な
い
の

は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
本
殿
は

国
庫

金

で

大
方
賄
え
る
が
、

付
属
建
造

 所
有

者
負
担
が
基
本
で

あ
る
。

つ
い
て
は
近
い
将

来
に

工
事
を
実
施
す
る

方
向
で
、

参
考
見
積

業
者
に
出
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

懸
案

だ
け
で
も
凡
そ
二

千
万
円
を
要
す
る
こ
と

が

わ
か
っ

た
。

こ
の
機
会
に
と
丹
塗
り
の

塗
装

な
ど
も
含
め
る
と
、

更
に
大
幅
に

嵩
む
額

が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
は

虫
歯
を
放
置
し
て

お
く
と
、

酷
く

な
り
痛
み
が
増
す
だ
け
で
、

治
ら
な
い
如
き

喩
え
で
、

既
に
瑞
垣
屋
根
は
猶
予
の

な
い
状

況

に

至
っ

て
い
る
。

そ
れ
は

即
ち
、

歳
月
が

経
過
す
れ
ば
工
費
が
更
に
増
す
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
様
々
な

要
因
か
ら

苦
境
に

あ
る
氏
子
地
域
で
あ
る
。

 責任
役
員

は
そ
の

よ
う
な
状
況
を
懸
念
さ
れ
目
下
、

財

源
の

見
通
し
を

熟
慮
さ
れ

て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
る
。

伊
勢
の
神
宮
に
あ
っ

て
の
瑞
垣
の

重
要
性

先
に

述
べ
た
が
、

当
社
に

於
い
て
も
聖
域

を

囲
む
大
切
な
構
造
物
で
あ
る
。

ま
た
平
成

の
大
造
営
の

際
に
、

県
の

担
当
者
か
ら
伺
っ

る
。

た

こ
と
で

あ
る
が
、

将
来
的
に

こ
の

瑞
垣
も
、

文
化
財
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
屋
根
は
や
は
り
、

国
宝
本

殿
に

相
応
し
く
、

檜
皮
葺
き
で
保
っ

て
い
き

た
く
願
っ

て
い
る
。

斯
様
な
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
り
、

小
紙
を
読
ま
れ
た
皆
様
方
に
も
、

ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
甚
に

存
ず
る
次
第
で
あ

落
雷
に
よ
り
杜
の

樹
を
焼

昨
年
の

摂
社
春
日
神
社
例
祭
の

翌
日
七
月

二

十
二

日
、

比
較
的
乾
燥
し
て

い
る

環
境
下

雷
を
伴
っ

た
夕
立
が
あ
っ
た
。

本
殿
か
ら

約

八
十
m

離
れ
た

鎮
守
の

杜
の
杉
の

大
木
に
落

雷
し
て
、

樹
冠
か
ら
発
火
し
幹
が
燃
え
る
事

態
と
な
っ

た
。

灯
台
下
暗
し
で
・
・
・

発
見
し
た
の

は
私
で
は

な
く
、

芳
野
川
の

対
岸
に

住
ん
で

お
ら
れ
る

氏
子
の

方
が
、

夜
が
更
け
た
時
間
帯
に

見
つ

け
ら
れ
、

通
報
し

て
下
っ

J

と
で
あ

る
。

当
初
地
上
か
ら
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
消

火
活
動
を

試
み
ら
れ
た
が
火
元
に

届
か
ず
、

翌
朝
よ
り
宇
陀
市
防
災
ヘ
リ
に
よ
り
水
を
投

下
す
る

と
い
う
大
掛
か
り
な
こ
と
に
な
っ

た
。

室
生
ダ
ム
か
ら
水
を
採
り
十
数
回
往
復
さ
れ

た

が
、

洞
の
中
に
入
っ

た
火
種
は
消
え
ず
、

結
局
伐
採
し
て
水
を
か
け
、

落
雷
し
て
か
ら

一

日
近
く
を
要
し
て
鎮
火
に
至
っ

た
。

境
内
に

設
置
さ
れ
た
避
雷
針
の

高
さ
は
、

山
の

稜
線
に

聳
え
る
樹
木
よ
り
遥
か
に

低
く
、

所
有
地
の
淵
に

立
つ
携
帯

基
地
局
の

そ
れ
も
、

生
憎
遠
過
ぎ
て
役
に
立
た
な
か
っ
た
模
様
だ
。

し
か
し
発
見
が
早
く
、

風
も
凪
い
で

お
り
、

酷
暑
の

中
で
の

迅
速
な
消
火
活
動

に
よ
っ
て
、

幸
い
被
害
は

そ
の
木
一

本
で

済
ん
だ
。

、

 ついて
は
通
報
さ
れ
た

方
と

消
防
署
員
、

そ
し
て
木
の

伐
採
作
業
を
願
っ

た
森
庄
銘
木

産
業
株
式
会
社
に
、

改
め
て
感
謝
し

た
い
。

こ
れ
も
偏
に
、

水
の

神
様
の
ご

神
威
の
賜
物

と
、

ひ
と
先
ず
胸
を

撫
で
お
ろ
し
た

と
こ
ろ

で
あ
る
が
、

国
宝
を

有
す
る
こ
と
を
殊
に
鑑

み
、

火
の

用
心
の

徹
底
を
誓
っ
た

と
こ
ろ
で

あ
る
。

う
。

拝
殿
の

鈴
…

新
た

に
な
る
。

皆
様
は
、

神
社
の

拝
殿
若
し
く
は
中
門
等

に
吊
る
さ
れ
て
い
る
鈴
は
何
の

た
め
に
あ
る

の
か
、

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
?
そ
れ
は
参
道
を

進
み
、

神
前
に

到
着
さ

れ
た
参
詣
者
が
神
様

に
、

そ
の
来
訪
を
報
せ
る
役
割
を
持
つ

も
の

な
の
だ
。

拝
殿
に
あ
る
真
榊
や
日
月
旗
、

当

社
に
は

な
い
が
四
神
旗
な
ど
の
調
度
品
の

中

で
、

こ
の
鈴
の
み
が
そ
れ
か
ら
伸
び
る
鈴
の

緒
を

介
し
て
、

参
詣
者
が
実
際
に

触
れ
て
鳴

ら
し
扱
う
こ
と
の

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

、

当
社
の

そ
れ
は

経
年
に
よ
り
、

か
な
り
傷

み
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い

た
。

 そ

れ
が
昨
年
、

例
大
祭
を
一

週
間
後
に

控
え
た

日
に
、

幸
い
新
調
す
る

こ
と
が
叶
っ
た
。

 地

元
古
市
場
ご

出
身
の

出
氏
子
の

西
峠
昭
文
様

が
、

ご

子
息
で

私
の

中
学
校
ま
で
の

同
級
生

で
も
あ
る
和
宣
様
と
連
名
で
奉
納
下
さ
っ
た

の
で
あ
る
。

お
陰
様
で
拝
殿
前
は
、

数
年
前
に

新
調
し

た
賽
銭
箱
と
共
に
、

美
し
く
輝
く
鈴
と
艶
や

か
な
緒
が
参
拝
に

来
ら
れ
た

方
々
を
お
迎
え

し
て
い
る
。

そ
の
涼
や
か
な
鈴
の
音
は
、

神

様
も
速
や
か
に
お

聴
き
に
な
ら
れ
る
で
あ
ろ

西
峠
様
に

は
今

ま
で
の
も
の
も
、

ご
尊
父

様
よ
り
奉
納
賜
っ

た
経
緯
が
あ
る
。

 三
代
に

亙
る
お

志
に
、

謹
ん
で
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。
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八
日

 紀の川
市
上
下
水
道

部
・

管
工
事
業
協
同

組
合
参
拝
祈
祷

(
二

名)

組
合
参
拝
祈
祷

(

五
名
)

二
十
四
日 伊
勢
市
上
下
水
道
部

参
拝
祈
祷
(

七
名)

市防災へりによる社の消火活動

傷が顕著な瑞垣屋根

十
一

日

 宇陀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
正
式
参
拝
祈
祷

(

十
四
名
)

六月

一日

月
次
祭

五
日
~
六
日

全
国
清
々

会
総
会
及

び
見
学
会
に
禰
宜
出

八
百
津
町
水
道
環
境

課
参
拝

二

十
六
日

三
十
日

新
年
総
会

奈
良
県
神
社
庁
主
催

神
宮
団
体
参
拝
に

宜
・

役
員
参
加

二月

一日

月
次
祭

七
日

末
社
恵
比
須
神
社
例

祭 (
初
え
び
す
)

席
(

京
都
)

十
五
日

 夏越
の
大
祓
に
向
け

茅
の
輪
立
作
業
そ
の

後
役
員
会

十
七
日

 三枝
祭
に
禰
宜
郷
社

神
御
子
美
牟
須
比
命

神
社
役
員
と
共
に
参

列
(

奈
良
市
・

率
川

神

社)

十
九
日
~
二

十
日

 全国
天
満
宮
梅
風
会

二
十
三

日

祈
年
祭

二

十
八
日

山
口
県
企
業
局
他
参

総
会
及
び
参
拝
観
光

拝
祈
祷 
(

四
名
)

旅
行
に

禰
宜
出
席
(

神

三月

一日

月
次
祭

戸
・

淡
路
)

六
日

大
和
宇
陀
モ
ラ
ロ
ジ

三
十
日

夏
越

の
大
祓
式

1

事
務
所
参
拝
祈
祷

(

六
名
)

七月

一
日 月
次
祭

六
日

惣
社
水
分
神
社
へ

の

二

十
五
日

 伊賀
市
上
下
水
道
協

同
組
合
参
拝
祈
祷

例
大
祭
に

向
け
た

挨

拶

(

九
名
)

十
六
日 大
和
宇
陀
モ
ラ
ロ
ジ

四月

一日

月
次
祭

事
務
所
参
拝
祈
祷

四
日

坂
祝
町
役
場
水
道
環

(

四
名
)

境
課
参
拝
祈
祷

二

十
一

日

摂
社
春
日
神
社
例
祭

(
1
1
1
8

)

二

十
二

日

ההון

神
社
例
祭
(

亥
の
子
祭
)

十
二

日

 津
市
上
下
水
道
参
拝

祈
祷
(

五
名
)

十

日

 末社
金
刀
比
羅

神
社

春
季
例
祭

落
雷
に
よ
り
鎮
守
の

柱
の

杉
の
木
を
焼
く

(

翌
日
鎮
火
)

二

十
一

日

 奉賛
講

講
員
安
全

抄

祈
願
祭

一
日

 迎春
準
備
(

門
松
立
・

夫
婦
杉
注
連
縄
掛
け

等
)

五月

一日

月
次
祭

十
三
日

松
阪
市
指
定
上
下
水

八月

自

 令
和
六
年
十
二
月
一
日

至

 令
和
七
年
十
一
月
三
十
日

二

十
九
日

 全国
春
日
連
合
会
奈

一
日 月
次
祭

良
県
支
部
総
会
に
禰

十
六
日 古市
場
納
涼
夏
ま
つ

宜
出
席
(

春
日
大
社
)

三
十
一

日

 師走
の

大
祓
式

道
事
業
協
同
組
合
参

拝
祈
祷
(

四
名
)

●

 令
和

六
年

○

令
和
七
年

(

大
盆
踊
り
)

十二月

一

日

 月次
祭
・

摂
社
宗
像

一月

一
日 歳
旦
祭

二
十

一
日

 津市
上
下
水
道
協
同

九月

一
日 月
次
祭
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四
日

 近畿
の
式
内
社
を
顕

彰
す
る
会
総
会
に

宜
出
席
(

大
阪
・

住

吉
大
社
)

八
日
~
九
日

 全国
春
日
連
合
会
総

会
参
拝
会
に
禰
宜
・

教
化
委
員
(

総
会
の

み
)

出
席
(

奈
良
市
)

十
日

 末社
金
刀
比
羅
神
社

秋
季
例
祭

元
旦
一
時

御
神
水
(

若
水
)

を

奉
献
し
、

氏
子
総
代
参
列
の

下
に
厳
か
に
歳
旦
祭
を
執

り
行
い
、

氏
子
一
同
と

全
国
水
道
事
業
関
係

者
の

無
事
平
穏
と

事
業
の

発
展
と
安
全
を
祈

願
い
た
し
ま
し
た
。

二

十
三
日

 例祭
打
合
せ
会
議

二

十
七
日

 交野
市
水
道
局
参

拝
祈
祷 
(

四
名
)

十月

日

月
次
祭

十
二

日

拝
殿
鈴
及
び
そ
の
緒

を
出
氏
子
西
峠

様
が

奉
納
さ
れ
る

十

四
日

 宇陀
支
部
神
宮
大
麻

頒
布
始
祭
を
当
社
に

於
い
て
斎
行

 禰宜

主
奉
仕

十
八
日

 郷社
例
祭
及
び
祭
典

準備

十
九
日

 例
大
祭
(

神
輿

渡
御

祭
)

十一月

一日

月
次
祭

七
日

奈
良
県
神
社
関
係
者

大
会
に

禰
宜
・

責
任

役
員
出
席
(

橿
原
神
宮
)

十
二

日

 東京
都
・

興
真
乳
業

株
式
会
社
会
長
夫
妻

参
拜
祈
祷

十
三
日

 山口
県
企
業
局
及
び

周
南
地
区
工
水
利
用

者
協
同
組
合
参
拜
祈

祷
(

四
名
)

新嘗祭

吉
例
の

如
く
お
祓
い
を
し
た

御
神
札
は
菟

田
野
郵
便
局
開
門
と

同
時
に
発
送
の

手
続
を

い
た
し
ま
し
た
。

「

う
つ
く
し
い
水
の

守
り
神
」

 宇太
水
分

神
社
の

御
神
札
を
事
業
所
の

清
ら
か
な
高
い

と
こ
ろ
に

お

祀
り
し
、

日
々

事
業
の

安
全
と

豊
水
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

御
神
札
を
年
ご
と
に

新
し
く
お

改
め
す
る

の

は
、

神
は

清
浄
を
第
一

と
す
る
こ
と
、

ま

若
返
え
ら
れ
た
神
の

強
い

み
光
を
仰
い
で

一
層
の

ご

加
護
を
願
う
と
い
う
、

祖
先
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
的
信
仰
に
も

と
づ

く
も
の
で
す
。

一

年
間

お
守
り
い
た
だ
い
た

古
い

御
神
札

は

感
謝
の

心
を
こ
め
て

当
社
へ

お
納
め
下
さ

い
。

又
は
最
寄
り
の

神
社
へ

納
め
ら
れ
て
も

結
構
で
す
。

おねがい
正
式
参
拝
祈
祷
ご

希
望
の

方
は
、

そ
の

日

時
を

電
話
等
で
ご

一
報
下
さ
る
様
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。

 神職
が
不
在
の

時
も

あ
り
、

ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

T
E
L
〇
七

四
五

八
四

二
六
一

三

編
輯

後
記

昨
年
趣
味
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
て
、

師
走
に
な
っ

て
も
あ
る
ポ
イ
ン
ト
で

向
日
葵

が
枯
れ
ず
に
咲
い
て
い
る

光
景
が
あ
っ

た
。

大
相
撲
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
安
青
錦
は
、

祖
国
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
勇
気
を
齎
し
た
だ
ろ

う
が
、

こ
の
花
も
寒
い

中
早
期
の

和
平
を

祈

っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ

た
。

昨
年
は
戦
後

八
十
年
で
あ
っ

た
。

当
社
の
例

大
祭
、

現

在
は
十

月
第
三

日
曜
日
で
あ
る
が
、

本
来
祭

日

は
二

十
一

日
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
の

そ

の
日
、

学
徒
出
陣
の

壮
行
会
が
雨
の

降
り
し

き
る
中
で
、

神
宮
外
苑
に
於
い
て
粛
々
と
行

わ
れ
て
い
た
。

恐
ら
く
当
社
で

は
、

質
素
に

祭
儀
の
み
が

斎
行
さ
れ
て
い

た

だ
ろ
う
・
・
・

と
、

推
察
さ

れ
る
。

 本日 
(

十
九
日
)

は
、

昭
和

六
十

三

年
に
亡
く
な
っ
た
、

 十
七

代
宮
司
の

祖
父
の

命
日
に

あ
た
る
。

 先
の

大
戦
で
は
ビ

ル
マ
に

出
征
し
、

衛
生
兵
と
し
て
高
橋
軍
医

を
補
佐
し
た
。

祖
父
は
、

御
社
紋
の
沢
潟
が

あ
る
御
神
燈
の

幻

に
導
か
れ
、

落
命
の

淵
か

ら
救
わ
れ
た
…

と
、

生
前
、

 回想
し
て
い

た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
地
域
の

戦
地
の
惨
状
を

想
う
と
、

平
和
の

中
で

お
祭
り
で
き
る
こ
と

の
忝
さ
を
、

心
に
刻
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と

思

う
。

敬
神
生
活
の
綱
領
の
三

番
目
の

候
に
･
･
･

大
御
心
を

い
た
だ
き
て
、

む
つ
び
和
ら
ぎ
、

国
の
隆
昌
と

世
界
の

共
存
共
栄
と
を
祈
る

こ

と
、

と
あ
る
。

云
々
と
、

私
は
、

祭
典
後
の

斎
主
挨
拶
で

申
し
上
げ
た
。

昨
年
の
終
盤
よ

り
、

日
中
関
係
は
俄
か
に

緊
迫
の

度
を
心
な

ら
ず
も
増
し
て
い
る
。

当
社
本
殿
第
三

殿
に

は
、

そ
の
周
代
の
伝
説
に
元
づ
く
、

琴
高
仙

人
が
彫
刻
さ
れ
た

蟇
股
が
あ
る
。

そ
れ
は
彼

の

国
の

文
化
を

採
り
入
れ
た

先
人
が
い

た

証

し

で

あ
ろ
う
。

民
族
と
し
て
の

先
輩
で
あ
る

中
国
と
の

和
が

回
復
す
る
こ
と
を
、

願
う
新

春
で
あ
る
。

二
十
三
日

二

十
六
日

摂
社
宗
像
神
社
例
祭

(

亥
の

子
祭
)

当神社では月次祭に水道事業の安全操業と豊水を祈願いたしております。

◇神徳宣揚奉讃講ご加入のご案内◆

例年多数のご加入をいただき厚く御礼申し上げます。

◎年間講費 1口 2千円以上随意

ウダミクマンジャシントクセンヨウホウサンコウ

宇太水分神社神徳宣揚奉讃講)

ご送金は振替用紙ご利用又は銀行振込み (南都銀行 菟田野支店

店番290 普通口座 031732

にておねがいします。

○水分神社 TEL0745-84-2613 ホームページアドレス http//udanomikumari.sakura.ne.jp


